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━ 理念 ━ 

病める人とその家族が健康と心豊かな時間を取り戻せることを願います。 

                  ━ 基本方針 ━ 

1．24 時間・365 日いつでも救急対応できる体制の維持を目指します。 

2．気軽に来院でき、質の高い医療と心のこもったサービスを提供できる病院づくりを目指します。 

3．地域の医療機関と密接な連携を保ち、開かれた病院づくりを目指します。 

4．自己研鑽に努め、人材の育成を図り、活力ある病院づくりをめざします。 

5．法令遵守を徹底し、合理的、効率的な病院運営を目指します。 

6．緩和ケアに病院全体で取り組み、切れ目のない全人的ケアの提供を目指します。 
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新任医師の御紹介 

 

診療科 月 火 水 木 金 土

木村　寛 木村　寛 木村　寛 木村　寛 木村　寛

永渕　幸寿 永渕　幸寿 永渕　幸寿 永渕　幸寿 永渕　幸寿

宮崎　亮 宮崎　亮 宮崎　亮 宮崎　亮 宮崎　亮

荒牧　裕貴 荒牧　裕貴 荒牧　裕貴 荒牧　裕貴 荒牧　裕貴

長池　幸樹 長池　幸樹 長池　幸樹 長池　幸樹 長池　幸樹

武末　昌治 武末　昌治 武末　昌治 武末　昌治 武末　昌治

仙波　垂水 仙波　垂水 仙波　垂水 仙波　垂水 仙波　垂水 (第2・4週　休み)

城戸　英希

整形外科 岩永　貴行 山野　耕一郎 岩永　貴行 岩永　貴行 山野　耕一郎

消化器内科 関屋　洋紀 関屋　洋紀 関屋　洋紀 関屋　洋紀 長池　幸樹

脳神経外科 呼吸器内科 糖尿病 乳腺・甲状腺 循環器内科

１３：３０～ １３：００～ １４：００～ １４：００～ １３：００～

吉本　幸司 藤内　研 森本　昌子 小川　尚洋 西坂　麻里

ホスピス外来 ホスピス外来
要予約 要予約

平川　栄二 平川　栄二

※専門外来は、初診の場合には必ず電話をお入れ下さい。

※午前の外来受付は１１：３０までです。

専門外来

外科

※午後の外来担当医は、手術等の都合で当日決定いたします。

 編集後記 

 

外来診察予定表 

昨年、当院開設 50 周年の記念として植樹した桜が表紙の写真のように今年もきれいな花を咲

かせました。まだ若い木なので、少し頼りなげですが確実に成長しています。 

そしてこの桜は、私達にあの東日本大震災を思い起こさせます。「被災地に一日も早く本当の春

が訪れますように。」とつぶやいているようです。 

「今も仮設住宅で生活している方々、故郷を離れて暮らしている方々に私達ができる小さなこと

を継続しよう。」と語りかけているようです。 

  
 

 

 

〔救急告示・開放型病院・緩和ケア〕病院機能評価認定 

社会医療法人社団至誠会 

木 村 病 院 
福岡市博多区千代２－１３－１９ ＴＥＬ:０９２－６４１－１９６６  

Eメール：info@kimura-hosp.or.jp 

ホームページ：http://www.kimura-hosp.or.jp/ 

 

○診療時間 

月曜～土曜 

8:30～12:00 

13:00～17:30 

365 日 

24 時間 

救急対応 

○診療科目 
外科     ﾘﾊﾋﾞﾘｰﾃｰｼｮﾝ科 

消化器外科  消化器内科 

肝胆膵外科  麻酔科 

大腸肛門外科 整形外科 

脳神経外科  緩和ケア内科 

救急科 
急患・救急診療の場合は 

時間外・日曜・祝日でも 

受付け致します。 



中村医師は、スポーツによる様々な外傷・障害を主に担当しています。 

当院では、ＭＲＩ検査、スポーツ復帰に向けたリハビリテーション、関節鏡下 

手術が可能です。トップアスリートからスポーツ愛好家の方まで、 

幅広く対応致します。 前回に引き続き、今回は『肘関節』です。 

 

＜スポーツに関連した主な疾患＞ 

２．肘関節 

 

ａ）野球肘（内側の痛み） 

  投球時、肘の内側には張力がかかります。投球動作により、肘の内側にある靭帯が損傷され

ることがあります。成長期では、内上顆の剥離骨折となるケースが多くなります。 

  ボールの投げ方、体の使い方が原因となる場合が多いため、リハビリにて治療を行います。 

  再発したり、慢性化すると手術治療が必要になることがあります。手術治療が必要な場合、

当院では、長掌筋腱を使った再建術を行います。また、投球でだんだん握力がなくなり、ボ

ールが抜けてしまう感覚がある方もご相談ください。 

 

ｂ）野球肘（外側の痛み） 

  投球時、肘の外側には、圧迫と捻る力が加わります。成長期の未熟な骨に、繰り返しこの力

がかかると、軟骨が痛くなったり、剥がれてしまうことがあります。安静・リハビリ治療が

メインとなりますが、軟骨の剥離がひどい場合には、手術治療が必要となることもあります。 

手術が必要な場合、当院では、主に自家骨軟骨移植術を行います。 

 

ｃ）肘頭疲労骨折・骨棘障害・肘頭骨端離開（肘後方の痛み） 

  ボールリリースやフォロースルー時の肘後方の痛みがある方は、ご相談ください。 

  安静による保存療法が原則となりますが、特にレベルの高い選手では、偽関節や遷延治療の 

  問題から手術をしないと復帰が難しいこともあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整形外科（スポーツ診療部門）の紹介・PARTⅡ 担当医師 中村 和史 

 

 



 

 

 

 

     

 

＊アンケート結果を抜粋してご報告させて頂きます。 

●待ち時間は？ 

 
 

●ことば遣いや態度について 

 
 

●診断,治療,検査,受付の説明は？ 
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46 

17 

13 

①診察の待ち時間 

②会計の待ち時間 

とても満足 

満足 

普通 

やや不満 

不満 

146 

138 

110 

95 

46 

122 

128 

127 

97 

52 

64 

61 

85 

58 

38 

6 

2 

7 

2 

0 

1 

2 
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1 
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①医師 

②看護師 

③受付事務 

④放射線・検査 

⑤リハビリ 

とても満足 

満足 

普通 

やや不満 

不満 

135 

125 

86 

80 

41 

125 

127 

124 

93 

47 

59 

67 

96 

62 

39 

11 

6 

6 

1 

0 

2 

1 

1 

1 

0 

①医師 

②看護師 

③受付事務 

④放射線・検査 

⑤リハビリ 

とても満足 

満足 

普通 

やや不満 

不満 

外外外来来来満満満足足足度度度調調調査査査結結結果果果のののごごご報報報告告告（（（抜抜抜粋粋粋）））   

「外来満足度調査」にご協力頂きありがとうございました。 

 

 

●調査期間 

 平成２３年２月３日～２月１０日（８日間） 

●対象   回收率７４．６％ 

 外来患者様人数 男性２０３名 女性２０３名 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部署 部署紹介（３階病棟） 

 

３階病棟は、様々な疾患の方が入院されています。 

手術前の患者様、リハビリ期の患者様、ターミナル期の患者様など多く入

院されており、私たちスタッフは、患者様、ご家族の要望に応えられるよ

うに、日々頑張っております。 

＊看護助手の紹介＊ 

３階病棟の看護助手は、現在６名で働いています。 

仕事内容は、入浴介助や食事介助など日常動作の援助に携わっています。 

入浴介助の際には、色々なお話をしたりしてリラックスできるように援助しています。

入浴時に、患者様がリラックスして歌声が聞かれるととても嬉しく感じます。 

４月よりユニフォームが新しくなって、患者様から「みんな若くなったね」と言われ、

恥ずかしながら喜んでいます。私たちは、これからも患者様の声に耳を傾けて、安心し

て楽しく入院生活を送って頂けるように、みんなで協力して頑張ります！ 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新新新任任任ドドドクククタタターーーののの紹紹紹介介介   

 内視鏡：関屋 洋紀 Dr 

 

 

 呼吸器：藤内 研 Dr 

 

本年４月より、消化器内科常勤医として働かせていただくこ

とになりました。 

胃カメラ、大腸カメラを中心に診察しております。 

出身は直方市で、これまで産業医科大学病院、九州厚生年金

病院、直方中央病院、千早病院、九州大学病院と勤務してま

いりました。 

食道癌、胃癌、大腸癌などの消化管癌は発見、診断が早期で

あるほど、内視鏡治療の適応が拡がり、より軽い負担での治

療が可能となります。 

 

 早期発見、早期治療と、より負担の少ない検査とより負担の少ない治療を目指しています。

また、クローン病、潰瘍性大腸炎などの慢性の炎症性腸疾患の診断、治療に関しても、 

九州大学病院消化器内科と密に連携しております。 

まだまだ若輩であり、皆様に多くご迷惑をかけると思いますが、一生懸命頑張って、 

当院と地域医療に貢献していきたいと思っております。 

よろしくお願いいたします。 

本年度４月より、毎週火曜日に呼吸器科外来を 

担当させていただいております。 

出来る限りみなさまの力になれるように、尽力

をつくしたいと思います。 

宜しくお願い致します。 

 


